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グループ 項 目 ■■■■■■ ■しワンポイントコメント
Ａ 
①将来の構想・目標がある
②資格・語学・パソコン
③大学の勉強
④運転免許
⑤留学
現実的に将来の進路を明確に捉える
役立つ視点から趣味的なスタンス
最もオーソドックスな勉強一本槍
必需品としての免許取得
将来的にも自分の完成を目指したい
Ｂ 
⑥ダイエット・美容
⑦トップスポーツ・トレーニング
⑧ボランティア
あるパターンを目指す努力
体育会などのスポーツ活動
Ｉ同人活動をかねた社会奉仕
Ｃ 
⑨人間的に成長したい
⑩アルバイト・貯蓄
⑪自立・－人暮し
早‐く社会的に一人前（大人）になりたい
お金を大繧切にしてマイペースな生活
自立して－人暮しを望みたい
， 
⑫トキメキたい
⑬休養
⑭食欲
⑮友達関係
⑯今が楽しい
⑰物欲買物
⑬娯楽・レジャー
⑲異性・交際
⑳サークル活動
⑪スポーツ観戦
⑳旅・海外生活
夢や目的までは具体化していない
何しろゆっくり休みたい
花より団子派か
真面目な友人をつくりたい
せつな的楽しさ、その日暮らし
物質的価値観
消費活動をエンジョイ
モラトリアム１１寺代を楽しむ
楽しいことが前提
スペクタクルスポーツ（感動は薄いか）
何といっても海外旅行
Ｅ 
⑳映画
⑭読書
⑳知識・教養を身につけたい
⑳夢や目的を見つけたい
夢を見たり感動を求めることもある
様々なパターンがあるが少数派
本来もっと多いと思ったが
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図－１本学学生180名を対象とした健康生活意識について
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本学学生の健康生活意識について
本学学生180名を対象とした健康生活意識についての傾向は、図－１を参考として次のように説
明することができる。
①Ａグループの特徴は、趣味的指向から職業的指向までをきわめて多く散在している点である。学
業（大学や留学）や専門性（語学、パソコン、運転免許）を求めた相関性を通してみると、資格及
び社会的評価追求グループといえる。
人数について着目してみると、180名中23名（全体の12.8％）が何らかの将来の構想・'三|標があ
ると挙げている。それに次いで、資格・語学・パソコンが16名（8.9％)、運転免許が９名（５％)、
大学の勉強が６名（3.3％)、留学が３名（1.7％）という結果となっている。
②Ｂグループの特徴は、きわめて趣味的指向が強い点である。この中での朴1関性は、禁欲的身体活
動グループとして推察される。各種スポーツや関連トレーニング，美容やダイエット、そしてボラ
ンティアまでの個人と社会評Imiにかかわる身体活動が含まれているからである。
人数的には、スポーツ・トレーニングが28名（15.6％)、ボランティアが９名（５％)、ダイエッ
ト・美容が５人（2.8％）である。
③Ｃグループの特徴は、職業的指向からI止俗的指向までの高い現実生活追求指向である。これは、
現実生活追求グループといえる。人数について見てみると、早く大人になり社会参加するような、
人'１１]的に成長したいが19名（10.6％)、アルバイト・貯蓄が14名（7.8％)、自立・一人暮らしが５名
（2.8％）とある。
（この内容に照らし合わせてみても、各項'二lIM1の相関性は認識レベルから卒業レベルまでの一貫
した生活態度の方向性としてみることができる。これは、他のグループには見られない際立った特
色である｡）
④Ｄグループの特徴は、現実的ではあっても|止俗的指向がきわめて高いことにある。この'１１での相
関性は理想追求の姿勢が薄く、現実的な快楽追求型のモラトリアム世代グループといえる。顕著な
のは、旅・海外生活がしたいという意識が極端に高いことである。これは、Ａグループにあった、
自分を高めるために留学を希望する意識とは異なっている。
人数的には、旅・海外生活が48名（26.7％)、異性と交|際したいが19名（10.6％)、娯楽・レジャ
ーが14名（7.8％)、休養が14名（7.8％)、サークル・部活動が１０名（5.6％)、スポーツ観戦が７名
（3.9％)、物欲・買物が７名（3.9％)、今が楽しいが７名（3.9％)、食欲が６名（3.3％)、友達関
係が４名（2.2％)、トキメキたいが３名（1.67％）である。
⑤Ｅグループの特徴は、本能的なものが潜在的にありながらも、これらを止揚しプラトニック的に
理想を求める芸術的指向を有している。この'１１での相関性は、文化芸術的1舌動グループと位置づけ
ておきたい。その意識は、読書や知識･教養を身につけたいという欲求を抱えながら、夢や目的を
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見つけたいという方向へ向けられているからである。
人数についてみると、夢や目的を見つけたいが29名（１６１％)、知識･教養を身につけたいが９名
（５％)、読書・Ｉ映画が６名（3.3％）である。
３．４．論述具申の回答結果とその分析的考察
①本学学生の論述具申の回答結果について、図－１の現実追求jIilllと理想追求jlilllとに対比して考察す
る。
まず現実追求軸に対しては、Ｄグループつまりモラトリアム世代グループによる現実利益快楽空
間を占める害Ⅲ合の多い傾向となった。それとともに、Ａグループつまり資格及び社会的評価追求グ
ループとＣグループの現実生活追求グループによる現実利益達成空l1Uが占められた。
理想追求lliI1に対しては、Ｂグループつまり禁欲的身体活動グループによって将来利益期待空Ｈ１]が
占められた。それとともに、Ｅグループの文化芸術的1舌動グループによって現実認識生活充足空間
が占められた。
このような状況の中で本学学生のｲlM人意識は、現実と理想との対比で考えると大きく現実方向へ
と偏りがみられる。そして、一方で資格や職業と自立に積極的な意識や希求が存在しつつも、他方
では世俗的な快楽を堂々と追求してゆく姿が数多く読み取れる。
②次に、図－１を禁欲追求lIjlllと快楽追求ｊｌｉｌｌｌとに対比して考察する。
前述した職業的指向や世俗的指向への大きな傾向と比べて、禁欲追求jlilllにおける趣味的指向つま
りＢグループの禁欲的身体活動グループや快楽追求jlillIにおける文化芸術的指向つまりＥグループの
文化芸術的活動グループの占める害'１谷が低いといえる。
これは、青年期の特徴として挙げられるように、他者と自己とを区別する自覚的な個人意識のあ
らわれる世代（本学学生）にとって重要な点だといえる。一方で自己の価値観の確立に迫られなが
らも、他方でこの傾向が精ﾈIl1的な不安定さを残す要因にも読み取れる。これを、典型的なモラトリ
アムの新しいパターンとしての全能感の発露といって良い。このように考察で挙げられたようなモ
ラトリアムの深化の中で、学生がなかなか社会になじんでおらず、疎外しつつも消費文化にひきづ
られている様が明確に示されている。
４．まとめ
当大学の「健康の科学」受講の学生は、リアリスティックに日常生活を過ごす中で感覚的に常識
程度の健康に対する意識は有していると考えられる。しかし運動や総合的なコンセプトにより健康
増進を図ってゆくということに関しては未だ認識するに至っていない。大多数が日常を消費文明の
影響を受けて過ごしている中で、少数派がそれぞれの理想（身体的、精神的、社会的）や資格の取
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得あるいは芸術的センスの追求を目指している。
総じて長期的視点により人生を計画するといった傾向は少なく、現実にまいぼつしながら、精神
的に必ずしも安定していない状態で社会参加までのモラトリアム時期をそこそこ楽し〈過ごしたい
という状況が強い。次回ではこれらについてさらに調査し、なお一層の研究分析をしたいと考える。
－１７－ 
